










1.はじめに 

 川崎病における死亡原因は冠動脈瘤の血栓性閉塞により生じる急性心筋梗塞によるもの

が大部分である。そこで,従来よりアスピリンを主体とした抗血栓療法が行われているが,

それにもかかわらず,巨大冠動脈瘤を有する例などは血栓が形成され心筋梗塞発作を生じ

死亡する例が時に存在する。 

 以前より成人の急性心筋梗塞の治療に冠動脈内血栓融解療法(以下 PTCR)が用いられ,そ

の有効性が報告されている。我々の施設でも川崎病に合併する心筋梗塞発作の治療および

予防に PTCR を行ってきた。そこで,これまでの結果をまとめてみる。 


